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往囲一則

目高山脈は地形の上でもまた地質構遺の上でも北海

道の中軸をなしている串この地域の踏査は耽海道闘拓

の淀めに米国から招かれたけ燃液始蜜りたをいえ

る曲彼は13名の日本人助手とともに金遣慰わ花りて探

険的な調査を行なった.一その結果目高帯と紳屠古潭

帯とを一括して“神屠古潭石層"と命名しこれらを北

海遣の基盤岩層と考免だ竜凄た彼の圭任助手をっと

め花舷幻NRO武は襟裳岬付近に花騎堵淡存荏するζと

を報告している岳ついで神保小虎は神屠古潔宥属をそ

の岩質により二大別した葭すなわちそれそれを漆州

の三波川1御荷鉾系潟よぴ秩父宵生層に対芯慈せ灘高

山脈は後者勲坤生代に遊入した深成岩熱はゆてい蔭じ

るしい接触変成作用をζ雪むっ花地帯であるζとを示し

た韓五⑭09年から1914年にかけて凶根新次1岡村要蔵

らは目高山脈周縁を調査し北海遣鉱物調査報告をして

まとめた.これらは目高山脈内部に直接芋を入れた最

初のものであった帯王918年大井上鐘近はそれ漢での
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知識を凄とめ6蛎分の工地質図を繍さんし牟苗けM

酬1紳保1大弗上紀整る地質閲のうつり変わりは第1図

に示された通りである串そ俄後大乎安1竹内嘉助1

鈴木醇らの研究成果が土育をなりてヱ蜘年以来員高

山脈中核部は花鱒岩で熔なく大部分が堆積岩起源のミ

グマ索イトからなっているをいう考え秘芽ばえてきた由

戦後194?隼紀は濁高研究グルｰプ添発昆し新花紀綴

織的な研究が始凄り施､多くの学生1研究者が参カ嗅しI

たこの圃研によりて属高変成帯の構造1地質学的鴬義

および構造発慈史はし想いに明らか紀なって書恕.

鷲商出賑⑳蛾質構成

黒高山脈は脅牢潮の地形を承し今な潟年冷藷しい侵

餓を受けている曲護花近隼いくらか林遺が整備されて

き花とはいえ本州などに比べると讐無紀等しく登{

遺などは壌3あるのみである.したがって調査路は

択筋紀限られ一般陶慧ではない苛このような細けで

潟高山脈の肉部は巡検測一スとしては適当でないので

ζζでは簡単樽みられる嬢高→黒リそ岬一耐十勝の海

岸沿いの藪岬渓について説明し液い苗この罵…渓は

Mけ蝦鯛以来多くの研究脅の調査対象となりまた

目高研究グルｰプ樽ぷ吻て叩高帯繭端部の変成岩類'事

(1965年)としてまとめられている.案内に先立ち目
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策1表1ヨ高変成帯の火成岩類とそれらを縛養薮成讃類との対麻関係(橋本1958年による)

蛮鑑黒雲母片麻岩

ミグマタイト質片麻岩

｢蕊二裏嘉扇謁｢rヲη嘉崎洲艦/}
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冠薬穐閃磐

緑色角閃看衝閃岩

編色負閃看禽閃岩

(直閃看病閃墨)

石英偽閑幾

褐色痛閑篇角閃暑

褐色負閃看角閃岩

(紫蘇瀬看病閃砦)

?褐色角閃石釣閃碧

縞状慕嚢録拷庶幾

狩撚漁汐ンヘル災

漆汐ンヘル災

蜜威磐類

滅ん紬潟

花脚砦

花闇岩

(幌溌儀埴チ概煎轟)

ジｰシ則レ郡まんれい岩

慰ん叙曽消閑鎧

かん蔭ん砦

プ

鶴亀尭閃看偽閃砦

褐色駕閑宥角閃砦

(紫蘇輝看角閃岩)

片状はんれい塁

片麻状はん拙唱

�

片麻状花筒岩

はんれい砦

花闇着

火成砦類

高山脈全体の地質構造について簡単に述べる.

一

強い片状構造と斜長石の斑状変晶の発達で特徴づけられ

る.このようなちがいは変成帯形成時の構造運動のち

ポいを反映していると考えられる.変成帯内部はさら

に細かくいくつかの“帯"に分けられるが一つの“帯"

の中では変成帯のほとんど全域にわたって共通の岩質を

〆
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第3図

一'一辻

買践鐙戚欝の縫武鱗面図(橋本1螂隼による)

ガ

①不変成堆積岩類

②ホルンヘノンス

③片状ホルンヘルス

④脈状果護澱片砦

⑤縞状黒雲母片麻岩

⑥慧ダ写表イド

駿)斜長肩斑状変晶ミグマタイト

も)黒嚢母蔓グ呼タイト

｡)藍曾孫薫グマタイト

媛)花蘭岩質薫ダマタイト

嚢)片麻状ミグマタイト

差)負閃看11黒雲録ミグマタイト

⑦ミグマタイト質片麻岩

⑧斜長肩斑状変晶黒雲母片麻岩

⑨斜長宥斑状変晶黒雲母片岩

⑩片状淋ルンヘルメ�
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火成岩類は目高変成帯のほぼ半分を占めているとく

に塩基性岩カ茎多いことは他地域の変成帯ぽ比べて大きな

特徴である.火成砦類の分布は上述の変成岩類の分布

と密接な関係があり変成砦類の構造ぽ対して調和的で

ある.一般的に西側では整合的魅入を矛し東にい

くほど不整合的蓮入を示す.また東側ほど酸性火成岩

になる.火成岩類とそれらを伴う変成岩ベグマ夢イ

ド類の岩帯との関係を錦互表記示す曲

これらの火成岩類紀は謎入の順序はしたがって次のも

のカ…区別されている(早期一→後期)

①負閃岩類

a)緑色負閃石角閃岩

止)褐色角閃石膏閃岩

②片状ほんれい岩

③片麻状はんれい岩

④正規はんれい岩

⑤片麻状花闇岩および花開岩

⑥ジｰシ猟ル君はんれい岩

⑦かんらん岩

⑧輝緑岩

大な金額かかかるからだともいわれ途中の絶景が黄金

に値するというわけではない.

様似から冬島に至る聞⑳海岸は多くの露頭がバスの窓

からみられる.これらは細粒砂岩粘板岩からなる先

白亜紀といわれている濁高層灘である,これは岩相変

化に乏しく無比看の地綴で圧砕破砕秘激しくその

層序は未だ明らかでほない世ジ風ヲ紀の化石がいくつ

か発見されているが.その下部層が古生層である籔功

可能性は残されている百各島付近にはまばらは磯を含

む礫岩がみられる朝

各島漁港海みられる岩礁は片状黒雲母ホルンヘルス

からできている.この一帯は不変成の目高層灘の地域

であるがこのホノレンヘルスはそれに膜状に挾まれる

一つの構造的衝上断片を誇えられ狭い幅で北方へ約8

良腿近くもつづきその両側はほとんど粘土化した破砕

帯をともなっている単一般に変成帝酉部では不変成堆

積岩類は変成帯金域ぽわたって北から南に連続してい

る衝上断層によって切亭れて直擦片麻岩帯に接しホ

ルンヘノレス帯はみられない.しかし南端部では落差が

少ないためか赤ルンヘルスがあらわれているところも

ある｡

冬島漁港から東ほふたたび目高層群となり東各島を

過ぎると歴砕は一層いちじるしくなってくる.トンネ

ルの東贋よ虹00鰍の位置には圧砕し淀粘板岩に遂ポの

低角度でソｰシュル石はんれい岩が衝上しているのがみ

られる.これが北方へ約螂廠つづく変成帯西縁の

衝上断層の一端である世街上繭の下盤は錯乱しソｰ

シ楓ル石はんれい岩の塊カ妻粘板岩といりまじっている.

ソｰシ風ル石はんれい岩は緑派看化しており粘板岩

部の方も緑泥石化･珪化をうけている,

この付近の片麻岩刺と岩脈状レンズ状の角閃岩小岩

体が多くみられる､黒ハオイ策トンネル⑳衝口でよく

観察される拍ζれは前述の褐色偽閃看痛閃砦に相当す

る･母岩の帰灘1ζ小鍋度で斜交しその接触部には

時紀直閑宥1藍脅宥1サク滋宥砦がみられる白

ルランベツ手前から幌満橋にかけて斜長石斑状変晶

黒雲母片麻砦秘広く発達している.ゆるい片麻岩の片

理に沿繊て雁行する;岩床状1小レンズ状に斜長石難状

蜜晶の多い部分がみられる.その一部は片理を切って�
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ふくれまわりに広ポっている｡このような産状は斜

長石斑状変騒黒雲母片麻岩に広く観察される司

まれにみられる幸一部に化石を多産し中新世をしめ

す｡本遭串央部の川端層の中上部に対跣されている辞

幌溝川下流地域紀は焚斌イ醤密弗心熔径約霧駈悠も

達する禺高変成帯簸大のかんらん砦体秘みら拘蕃宙北

部簿高のかん墜ん砦体は翻功繊ヅｰ該狐〃煮は彩勅い

砦螢整禽的で凝魚のび潅陰※潔状猪体蜜なじでいる曲

勤眺嚇修で幌瀦砦体は爽慧薫綜慈勢み蜜杓妙吻狩灘

を切っで金体些じて将一洛状構造をおっでいる串砦

相はダンかんらん岩1かんらん砦1斜長看かんらん砦

および少量のはんれい岩からなりこれらが縞状に亙層

して流理構造をつく穆でいる皿砦看は新鮮で周縁部を

のぞいては1蛇ん濠舵紋岩化していない苗

幌溝を通り抜ける&ふた花び斜長宥斑状変晶黒雲母

片岩靭c入る剖鐵勿ン戎ツ近くでは縁泥宥1看英片岩

紀変杓る､

歌別からエリモ岬はかげては海岸に沿って幅狭く

新第三紀層がみられる佃背後の目高層灘との聞紀は幅

王⑪⑰滋に潟よぶ著しい破砕帯淋務りその一部は片岩

化している,この新第三紀層は礫岩を圭体とするもの

である淋片砦化1はって礫負身が淫枠され糊長く引き

延ぱされている串このよ資な産状がらこの歌露の礫

岩は古くから注員窓れでいる｡

㍗

図

虜灘焚戯竃鱗

騒

;圭克叙い籍
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轟護葛鰍減馨竈

皿

繊搬え亀圭糞哀

､麗窺

戯ん亀鳥繋

騒

家詳釦嘉ら嘉慧

この圧碑彊動は鮮新世

初期と考克られているが

はっきゆはじていない､

礫種は砂砦1粕板岩を主

体蜜するが花簡砦礫も

多い由

嚇ルンヘル災も

繁逮鰯

鱗織灘鑑藷縫幾燦⑳櫨戴犠

撚鰯く狐撚灘蝿鰯掌鱗

1蛾畿)

罵商則脈出麓締潟商1帝麟の海瀞忍は段猛1扇状鋤淋

滋薫鵜蓬篶でお算蕊妙影卿村逓絶愁遜段紗段澄秘み凄

お憾発驚篶勲鴻甜鍛商位⑳段猛は鐙似轟繭麓熔発瀧

杉瀞満穰商鋤～鰯滋⑱繭懇鐙徴繭お騨ぽ托榊鴻踵

警⑪蟻滋城鎧鷲憾海餓禽⑱裟簑樽蜜沙滋く艦横物秘な煮

塞盤の衛礫1が薄く讃堂裟な噌ている｡抄擦堆積物の作

為磁は雛⑪～鍬晦⑳高凄熔闘析された形で残っている.

この連続は様似方薗では不明であるカ茎十勝方面では光

地園薗とよばれ厚い砂礫層秘鈎られている曲第簑段

丘は標鰍o⑪～醐弧のト嘩戎ツ爾である由ごれは上歌

別舘遺肉峰紀がはて広く籍達㍑ている硅汲リ膏岬に近

い地域では繭上に堆積物梯厚い由幌溝1冬島の海蝕崖

上の段丘はこのトマベツ醐ζ当る.第藪凌丘ほヤン

グベツ繭畿呼ばれ標高郷～鋤滋である曲里リ膏岬一帯

の荒涼とした台飽はζれ鷲勘る曲これ蛇ほ堆積物はあ

ま算顕著ではないが幌溝地蹴副ま厚い堆積物があり

そ⑳基底かぢ海穣介殻化孫が多鐘窓発兇され花埴第善

段途は標瓢晦程度の小越繭である堆積層(小越層)ほ

厚く岬をふちどり東酉両側隠連続する串この小越層

の砂礫層よ導脇榊鵜励㈱ヵ残糀細傲麦鯛抑勅舷粥ぎ燃

Bω鮒醐跳鯛の目歯が発兇きれ幻泌皿氷期の地層

に対比されている珀

襟裳岬の突端同高山脈添遠く海に没する所は砂岩

礫岩の岩礁淋つらなって古来海難の場所として釦られ

て書た串曹南部藩の御用船が難破し次簑やく海岸に

泳ぎつい花夏00人の乗組員が飢免を寒さで全員空しく

欝籔鰯

姦泌密怒鐙ξ澱艦篶液繍分)墨憾彩狐鳶瀦の籔旙(雛瀦)�
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欝餐鰹一瓢夢翻璽村遊か蔭鐙徴醤芳衡蜜襲鉦バ渓遡まヤングペツ磁土蜜遼答

なったと伝免られる貫人浜も芯の付遊である宙

襟裳岬から引蓄返レて小越市街で小激嚇鯵ある人

家の裏尋を注意すれぱ層厚約五00c触の笈笏降下軽看堆

積物をみるζと秘出来る珀小越層はこの下熔ある岳

庶野につきバス遺路ポ走る却ンケペツ繭を抽りて海

岸紀で蕃おふた花び変成砦類がみられる曲ζζはミ

グ亨タイト瀞の先端は警壕庶野南方のルｰラン砦礁は

その周縁部で勘る苗鐙似岳の山体は金体秘芦一ム構造

をつく蕃藍青宥慧グ㌢夢イトで齢る淋その商側1酉側

は片状ホルンヘルスに縁望られている岳ζの淋祉ンヘ

ノ㍑は部分的に片魏に沿勿て薫グ啄夢イト化巷牝て抽り

その境界部には小規模な秘ら片麻岩相カ縄察される｡

これらは構造解析の結果豊似居本体⑳薫グ啄夢イトと

は別物であり本体のドｰム形成に先立つ運動によるも

のあ考えられている｡

ルｰラン岩礁に近づくと淋ルンヘルス⑳中に一定方

向に並ん想黒雲母の案含体が点冷と鉦じ砦石熔方向性

が出てくる.岩礁の突出部逓くでは片状が明瞭ぽな

り宥英脈もくわわりホルンヘルス自体も粗粒ぬなり

てくる｡ごれはやカ婁て縞状の綱粒片麻砦に移化する誼

滋く葺ζ漣続する例重第婁段遼のけベヅ薩

このあ施り絃粗粒な掬状岩添岩脈様1饒饗本認められ

る.･これはトｰナル岩質で火成岩構造を示しており

薫グ啄索イトヘの移化帯ぽむ凄しばみられるものである.

慧らに商紀下篭を縞状片麻岩掬状ミグマタイト

およびこれらの中闇的岩相が数㎜幅で互層してあ蔭わ

れ冒高山脈申核部のミグマタイト帯の縮少版の観を呈

しでいる帯

庶野北方約至k孤の砦礁でホルンヘルス申ぽ煽数鋤

⑳輝緑砦の岩脈秘み渉れる串これはホルンヘノ㍑化以

前紘貫レ吹ものあ考免られその構造は蜜想保花れてい

る畳レかしウラル肴化ソｰシ鳳ル看化添薯レい岳

岩脈のまわりのホルンヘルスは白色化し多量のザク甲

1百秘できている｡

庶野から約3k鰍北方の白浜付近には一糠な承ルン

ヘル黒の露頭秘つづいでいるがその中には不規則な形

をし花ペグマ夢イト岩脈がみられる.ほとん婆勿リ長

看からで書ている｡賢高花鱒渚は伴われるもの当して

は巷わめて珍しいものであるが付近紀は花鵠砦⑳露頭

はみられない､猿留州中流のミグタ身イト瀞⑳祷紀岡

質のペグ亨タイトが一翁所如られている秘あるいは薫

第?図歌露磐礁の酬き餓讃慈叙淀醸幾花繍砦礫

鶴婁鰯鰍蔓繋鱒築磯貿践泌鮫は竃の麗罵約義雪1ζ太平漸輔湾麦蕃第三縛

の礫籍秘ら塗義�
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グマタイトに直接関係をもつものであるかもしれない.

咲梅から目黒にかけて赤ルンペル風を貫く幅亙～簑

滋の輝緑岩脈がエ0数本N総出Wの方向に点歳とみられる毒

これらは貫高火成活動の最後期のものとみられチ券

ン輝石を含んでいる.一部剛ま捕獲砦を多劃吐りζ

みそれらを半融状態にしている.

猿留川中流では薫グ亨夢イドがよく観察巻れ蔦､中

流部紹倉橋(川口から約紬血)下は藍青荷瀧線有斑状

変轟片麻状薫グ呼夢イドの標式地である曲一部熔片状

ホノレンヘルスが残ってお聾ζれに網状紀優賞脈淋発達

しそのまわりが糞青石藁グマタイト化している.藍

青春斑状変晶の大きさは最大7樋に達するものもあっ

たが最近は乱獲でなくなった.幅約1k㎜のこの岩

帯を過ぎると藍青石ミグマタイト帯虹入る､石英の

プｰ形1縞状片麻岩1変石灰質団球な鋤婁{重パ除球ヅｰ

ム苦里をしでたく喜ん含凄れている岨

橘下記は花筒岩質ミグ呼夢イドもみ蝪泌｡芯の特

徴はパい浄ゾｰム稀少なく均質で粗粒な点で蕩蕃甫

ま花普通の薫グ亨夢イドは酸化鉄によりて赤茶げでいる

がこれは潰れていない､紀念橋上流芯簸脅宥慧グ呼

タイトとの接触部か観察されるがそ鰯謎派関係ははり

きりしない田.冷かし北部濁高での観察では一般ぬ花筒

岩質ミグ呼タイトはまわりの片理にや締斜交してい蕎朝

目高と十勝の国境であるピタタヌン労か密浅黒球ジ熔

かけて花鰯岩が発濠している岸花陶岩と日高層灘と

の闘磁は鞍厳･破砕瀞秘鶏濠じている岳花陶砦星夢鴛

塚潔酬議約勅㌘蹟&⑳錨界鷲は花鰯砦淋鞍触変成塗潟

籔ぽ籔懇篤聾花鰯幾は煽郡糊ζはんれい堵⑳輝宥を養

資慧彪瀞満｡ζ⑳循陶砦はトｰ淡汐堵～花鱒閥緑岩

質俊愁⑱懇鰯嵩凶脈棄側⑱一般⑫花鱒砦⑳性質おは象

抄録襟算慧炉潔潔イド⑳性質塾残諦略⑳お誇免蟹杓る目

減潔銭潔該舷鵜鰯砦を興いで復籍衡槻粒⑳はんれい

籍質籍菊溌瀧篶郁鴻､芯れ鰺は濠ク夢イポ質はんれ

い籍懇滋蕃串芯れは東側⑳涯規はん勅い砦紀些もな抽

舵懇托密を砦脈あレて欝いてい葛砦看で勘蕃昔

夢蕊イ潔⑳巖隠緑丞規はん抗い砦の一つ蹄滋紡耐パ

茅締繊海蔭れ叙芝れは砦相褒化然鞍峰く綱粒な

皐期形成相締斜畏宥1輝宥1負閃石の斑状変晶カ溌逢す

る蜘粒梢あるいはこれらぽ伴われる有英黒雲母添入

り施閃緑岩質渚籔胴婁み濠れる帝

陰浄夢潔淡ケ樽花陶砦⑳なか紀墜大なぜノリ渓鉦じ

で澄妙忍蜜れているはん托い砦は花簡堵質翻叫顯て

閲化慈れ景驚紀は多穏多様の砦宥が嬢砦状熔発逮じて

いる甜慧ζ熔は磁硫繰鉱の鉱梁鉱淡み島れ蜜施宥鐙

の鶏逮もみられる､磁硫鉄鉱を荷鑑⑳共螢は灘商泌脈

紗皿規獄んれい砦1はく知蔭れでいる苗

夢蔦イソ⑱舵絶ははんれい渚を貫く楕鰯薯の小堵体

があ妙花鰯砦&鐵商層灘肋塘接している由淋ルン

ヘか渓は幅餐～遜脇熔わ淀顯て発達し独鴻秘接触

僕⑪し鵬!c妓鵬拝&戸駒戸脹⑪戸

禍置鮒⑪淡醐§τ勲鮒細

㌧･

:㍑1㎞舳

･レ沙胡榊

珪{/〕t舳1

ぺ.〆三珪榊

抽1占､二1細舶

111×11榊撫

油鰯鮎㈱i曲盲

岨1=『鮎無㈱

聴鰯毒榊繍閉撫

11?榊㈱

蛇黎芭～桝唖

劔聰

癬欝溝灘災一茅㌻砦礁

の鐙蔵鎗類差嚢爽潔夢イ

察

馳一⑩輝縁籍⑧幾雛拠

…べ鷲羅義を爽蔵

幾機鐙漬蛎鳶嶋

踏辛⑬雛鐙鳶蛾獅ンヘ沙

刺沈液鶴餓

翰一働驚戴積縁羅害嚇汐

汝～㍑榊ぬみ1蔓

簿娑扱幾

靭一⑳⑧働糞繋閥織籍

勘一⑳幻薫ダ縛夢イ蚤を

､薄薫磁紐

くヰ麟鰯薇嫁狼…ダ讃

r乎麟⑳爵艦蜜擦碗

1は義瀞簿瀞鰯原鰯)

第9図庶野付逝の飽質鰯蒲ぷび滋鰯灘臓鰯(上野将濁至鰹蹄耽大療謝ζ渡畿)�



一40一

筋夏聰

藪瀞覆嚢ダ蝉表イド細紐ンヘ紬黒岨縞状羅繋艦蹄牒讃誼鏑渕

幾伽～浄ゾｰム壷禽な(メナシ蛾ン㌶ツ川土流)

部をはなれるにつれて変成度がきわめて徐々に低下し

ている芯とから考乏てこのホルンヘルスは接触部近く

の一部をのぞいては花鰯砦あるいははんれい岩の接触

変成によるものではなく広域的なミグマタイト化作用

紀関連したものを誇克られる｡

ルベシベツ付近の赤ルンヘルス中にはみごとな石灰質

球状団球がみられる｡この石灰質団球は目高層灘申に

しばしぱみられ霞グ嘩身イド中にも時に観察される誼

芯の球状団球の形成については石灰質成分が内核から

外部へ拡散するζあ紀ぷると説明されている刊

'等イケシ付近からホルンヘルス化はみられなくなり

靭聰縞状羅繋餓片瞭磐

蜜稀す

嚢ダ常夢イド欝へ穣蕃綴紛⑳縞状片鱗激虻のぷう匁複雑な機酸

蜘鰯費商一千麟鰯蟻付近の深蔵薯類の

黒ケッチ(饗顧図)

剃鰯

花鰯豊衡ミグ呼タイト層ヵ迷入

釣藤拭を潔し鰯状片麻砦と亙履し

てい蕃為下の鐘欝濁ミタ呼毅イ

ド刺ζ漏燕プｰ肋童み克鳶�
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不変成の目高層灘カ溌藍する,これらはラミナの藷し

い砂岩粘板岩の互層で微斜長石をもつ花鰯岩礫チ

ャｰト礫などを含む礫砦を爽んでいる｡ζの礫岩は赤

ルンヘルス帯内のルベシベツがら不変成堆積岩域の昔調

律入口までつづいている.

オナオベツ付近には周鳶層灘の1メンバｰであるオナ

オベツ層か発達する白金体赫著しい勢断帯で石は粘

板岩おぷび砂岩と考えられる淋その申を方解肴や曹長

有の網脈か誹…常紀発達している住いわゆる鳥翼状砦と

して特異の岩貌を示している世

(筆翻ま北海道大学理学部)

曳餓

舟橋蔓努1橘奉誠二(王蜘):買高帯の地質地団研専報no.6

猪木薬篤1秦施鍔(工955):養万分の1地質図幅｢猿留｣およ

び岡説明欝地質鯛養所

舟橋三鋸1猪木幸男(19鋤:5万分の1地質図幅｢幌泉｣およ

び岡説明書地質調査所

舟橋3鍔佳橋本誠二･他6名(ユ956):目高帯南端部の変成岩類

紀ついて地質学雑誌vo1.62

猪木楽鍔1壊見俊弘(1956):餐万分の1地質図幅r襟裳岬｣お

よび圃説明曹地質調査所

雛り減森灘淡S艶書賊｡(至鑓7(皮1pi搬OrogenicMlove跳搬重in

恥駄蟹脇事如pan､ゐ蝋肋α8松肋鮎加ゐ砺{η｡

婁繊｡王V垂v⑪玉.警

橋本誠二(蝿魯):漬高変成帯鈴木臨教授還魔記念論文集

木臓聯平郎(蝸9);黒島遺{の意義新生代の研究搬｡30

純一榊尭扇歴撮籔縞三舵

聡滋蝉確㍍千

理ぺ蜂

妙夢μソ､苧的

μ砿㌢バ…孟^い･サ滝

デ燃太平洋

鶏総灘広麗叫驚熊津1の海溝の鐙;ま筒商綴織(兜濱簸海)からな二って

い養いち篶るじく傾斜し大膳畿塗添す

()殉獄地綴の摩さを琢す

(ヰ勝国研グルｰプ薯ギヰ勝の自然を探る…こよる)
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